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	操作性デザインガイドラインとその策定機能

	・使いやすさを達成する設計解を作成する上での具体的な判断基準がない

・策定されたガイドラインの社内での認知度/利用率が低い

・開発中の問題事例、市場トラブル事例やVOCの反映

	・導入前テスト（αテスト）（EP11）、品質保証（EP12）

・業界における標準化活動（SP08）

	· 操作性デザインガイドラインの策定

· ガイドラインの開発支援データベースへの登録
   社内イントラネット上で参照できるZ-EIS開発支援システム上での使用

· ガイドライン社内説明会の実施

· ガイドライン項目の開発初期段階でのセルフチェックリスト、性能仕様書への展開

· ガイドライン改訂手順の設定（部内）


	· 社内における認知度/利用率ともに以前より向上させることができた

· 問題再発防止への効果（歯止め）

	· 米ゼロックス社、国内競合各社

· 人間生活工学研究センター（HQL）その他社内外の研究データ

	· ガイドラインとして標準化している項目

· 改訂システム

	· 社内顧客である設計者/デザイナーの利用率は向上している



	· 認知的な視点による項目が不足

· 市場別/商品カテゴリー別の項目の整理/追加を行なう必要がある

· より利用率を高める施策の検討

· タイムリーな改訂の推進
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